
かと思いますかと思いますかと思いますかと思います。さらにはらにはらには、どう
しても紙でないと出来ない仕しても紙でないと出来ない仕しても紙でないと出来ない仕しても紙でないと出来ない仕しても紙でないと出来ない仕
事を減らしていくのも次なる事を減らしていくのも次なる事を減らしていくのも次なる事を減らしていくのも次なる事を減らしていくのも次なる
課題です。印鑑の必要な書類課題です。印鑑の必要な書類
はその典型でしょう。ICTの技
術を使えば、より信頼性の高
い方法で実現できるのですが。
　製造現場は、テレワークと
いうわけにはいきません。設備の監視
だけならば、リモートでできるかもしれ
ませんが、製造ラインやマシニングセン
ターなど、人が居なければ話にならない
ところは、なかなか働き方を変えるとい
うのは難しいかと思います。しかしなが
ら、そのような中でも起こりうる変革に
ついて、考えるきっかけにはなるのでは
ないでしょうか。製造という面では、グ
ローバルに広がるバリューチェーンが、ローバルに広がるバリューチェーンが、
特定の国に偏ることによって、生産に
大きな影響を与えることを今回経験し
ました。単に生産を国内回帰するという
ことでなく、リスクに耐えうるグローバ
ルバリューチェーンをいかに構築するか
という、古くて新しい課題への対処が求
められているということでしょうか。
　この禍でひとつ浮き彫りになったの
は、地方自治体がいかに自律的に動い
て現場に対応しているかということでは
ないでしょうか。
　政府は金も出すが口も出す、地方に
は網がかけられていて、勝手なことはで
きないという状況の中で、いかに現場に
即した対応を打ち出すことができたのか
は、地方自治体のトップの度量によると
ころが大きかったと感じます。地方とい
えども、それぞれの都道府県の経済規
模は、そこそこの規模の国と同じ経済規
模に相当しており、国ひとつを動かして
いるという気概がトップにあれば、地域
の産業は安心できるに違いありません。
　今回のテーマは地方における政策制
度です。長期戦にならざるを得ない、こ
の禍の中で、各地方自治に対して、現
場をあずかる労働組合から現場の思い
を伝えるということは、非常に重要なも
のになります。この禍を転じて福と為し、
地方から、産業の勢いが戻ってくること
を期待して止みません。

　この原稿が印刷されて配布されるこ　この原稿が印刷されて配布されるこ　この原稿が印刷されて配布されるこ　この原稿が印刷されて配布されるこ
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はどうなっているんでしょうか。東京はどうなっているんでしょうか。東京はどうなっているんでしょうか。東京
の新たに感染が確認された人数は徐々の新たに感染が確認された人数は徐々
に少なくなってきているものの、これに少なくなってきているものの、これ
からゴールデンウィークを迎え、本当に
STAY HOMEができたのかどうか、心配
でなりません。感染の拡大状況は２週でなりません。感染の拡大状況は２週
間後に詳らかになるということからする
と、このコラムが発行されるころには結
果が出ていることになります。終息に向
けた方向に転換していることを望みた
いところです。
　それにしても新型肺炎ウイルスです
よ。細菌よりも小さくて、生物なのか無
生物なのか定義もあいまいなやつらに、
全地球の人類がこれほど命を脅かされ、
生活や社会システム、経済が翻弄され
るとは、皆さん予想できたでしょうか？
　この禍で失うものが多いのは、仕方
のないことだと受け入れざるを得ない
でしょう。時間がかかり、完全に元通
りというわけにはいかないかもしれない
ですが、ほとんどのものは取り戻せるは
ずです。ただひとつ、人の命だけは取
り戻すことはできません。極論すれば、
命を守ることを何よりも優先し、取り
戻すことのできる経済は後回しでもい
いのではないでしょうか。何よりも、人
と会う機会を８割削減するという対策
を地道に守り、流行曲線を平たん化さ
せることで、医療機関が十分対応でき、
命を落とす人がなくなるようにしなけれ
ばなりません。
　感染拡大に対する外出制限などの対
策は、早々に終わりが来るとは思えませ
ん。専門家は、ワクチンができるか、重
症化しないための治療薬ができるか、多
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でもよいとは言ったものの、我々の生活でもよいとは言ったものの、我々の生活でもよいとは言ったものの、我々の生活でもよいとは言ったものの、我々の生活
や産業を守るための準備をしておかねばや産業を守るための準備をしておかねば
なりません。なりません。
　政府も様々な対策を打ち出してはい
ます。残念ながら、政府の当初の対応
は、財政の規模を全面に出すがゆえに、
現場感覚に乏しい、人々に安心感を与
えることからは程遠いものでした。金属
労協として、この状況を改善したいとの
思いから、政党に対して要望を行い、製
造業の現場からの思いを伝えました。
　この時期に我々にまず必要なのは、マ　この時期に我々にまず必要なのは、マ
スクや一律給付されるお金ではなく、雇
用を継続し賃金の低下を極力おさえる
ことです。そのためには、雇用調整助成
金や持続化給付金などの制度の活用が
重要となります。活用に向けた労使での
協議に加えて、具体的な手続きなどで
障害となるようなことを少しでも取り除
かなければなりません。具体的な課題提
起を政党や府省に投げかける必要があ
ります。元はといえば、助成金も給付
金も我々や企業が負担したものなので、
もったいぶられる筋合いはありません。
　現状への対応に加えて忘れてはなら
ないのは、この禍が去ったあとに、我々
の働く現場や産業をどのようにしてい
くか、いかにして福と為すか、です。
　オフィスでの働き方は大きく変わるで
しょう。多くの職場では在宅勤務が実施
されています。これまでなかなか進まな
かった在宅勤務ですが、政府や地方自治
体からの要請で、有無を言わさず実施せ
ざるを得なくなりました。我々の事務所
も、早々に在宅勤務を基本とすることに
しました。在宅勤務されている方は、意
外と使えると実感されているのではな
いでしょうか。首都圏は特に通勤時間
が長いうえに、混雑が激しいので、通勤
をしないで仕事ができるというだけでも
大きな成果です。この禍が去ったあと
でも、この働き方は定着するのではない

JCM ホームページアドレス　http://www.jcmetal.jp

金属労金属労金属労協（JCMJCMJCM））事務局長事務局長事務局長

浅 沼 弘 一浅 沼 弘 一浅 沼 弘 一

禍禍禍禍禍禍禍
わざわいわざわい

を転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為すを転じて福と為す

　1905年創業の神戸製鋼所は、総合素材メー
カーとして、「鉄鋼」とあわせ、「アルミ・銅」を
もう一つの主力事業に位置づけてきた。今年
４月には、アルミ・銅事業の一層の強化をはか
るため、事業部門の組織改編を行い、所属を「ア
ルミ・銅事業部門」から「鉄鋼アルミ事業部門」
に変更したところだ。
　今回訪問した真岡製造所は、そのアルミ板材
製造の国内最大拠点。真岡工業団地内の 45
万㎡を超える広大な敷地に業界屈指の圧延プ
ラントが24時間稼働している。
　工場の建設が始まったのは、1969年。押出
工場、冷間圧延工場、熱間圧延工場が順次稼
働を開始し、以来、半世紀にわたって時代のニ
ーズに対応した高品質のアルミ板材を世界に
供給している。
　現在の主な製品は、キャン材、自動車材、ディ 
スク材、フィン材の４種。飲料缶用のキャン材
は、圧倒的な国内シェアを誇る。軽さと強度を
兼ね備えた自動車材は、低燃費化のニーズに
応える素材として用途が広がっている。外部記
憶装置（HDD）の媒体基板となるディスク材は、
世界最高水準の品質で世界シェアトップ。そし
て、エアコンの熱交換器用のフィン材は、優れ
た熱伝導性、耐久性で省エネに貢献している。
　「アルミは、軽くて加工性が良く、熱を良く
伝え、磁気を帯びないという特性があり、リ
サイクル性にも優れている。まさにこれからの
省エネ・低炭素・循環型社会の実現に欠かせ
ない産業資材になっているんです」とのこと。
　では、その製造工程はどうなっているのか。
工場を案内してもらった。

　最初の工程は、溶解工程で原
料地金の溶解と鋳造だ。原料は、
アルミ新地金と、使用済の飲料
缶や窓枠をスクラップした再生
地金。主にキャン材の原料にな
るが、飲料缶のリサイクル率は
9 割に達しているという。
　原料を大きな窯に入れて約
750 ℃に加熱し、鋳型に流し
込んで圧延用の「スラブ」を
鋳造する。溶解炉は７機あり、キャン材、自
動車材など用途ごとに決まっている。スラブ
は、最大で厚さ630mm ×幅2300mm ×長さ
7600mmで、重量は26ｔ。このスラブサイズ
は（厚さ×幅）国内では最大。大きなスラブで、
大きな材料を供給することで、お客様の工場
内での生産性向上につなげ、お客様から高い
満足度を頂いているとのこと。
　熱間圧延の工程ではまず、粗圧延機で630 
mm 厚のスラブを 30mmまで延ばす。次に、
仕上圧延機で、30mm 厚の板を10～20mmま
で延ばし、コイル状に巻き取っていく。工場内
にはきれいに巻き取られたコイルが整然と並
び、壮観だ。
　次の冷間圧延の工程では、熱を帯びていない
状態でコイルを圧延機にかけ、最少幅 950mm
から最小幅2100mmまで圧延することができ
高速で0.1mm～6mmまで薄く延ばしていく。
厚みあるものから薄いものまで非常に多くの
明細を圧延しており万能圧延機とのこと。
　最終工程である精整工程では、顧客ニーズ
にあわせて、洗浄、塗装、歪矯正、スリット、ブ
ランク（抜打）加工などを行い、品質検査を経
て出荷される。
　ちなみに一つのキャン材コイルから製造さ
れる飲料缶の数は、23ｔコイルで約 140 万缶
にもなるという。
　現場の勤務体制は４直３交替、24 時間稼働。
従業員数は、神戸製鋼所社員が約1000名（う
ち技能系750名）、協力会社社員が約1300名。
自動化された巨大プラントのオペレーションに
は高度な技術・技能と経験が求められる。
　課題は「世代交代における若手への技能継

承」だ。「技能系の年齢構成は若返っていて平
均年齢は 37歳。構内には技能道場があり実
機のミニチュア設備を30機程設置し、ベテラ
ン社員がトレーナーになって技能訓練を行っ
ています」とのこと。また併設してある安全体
感訓練場では、危険の感受性を向上させる取
り組みを実施しており、近年では VR を導入し
より感性を高める取り組みも進めている。足
下は、技能系には女性も増えていて、現在14
名が活躍している。
　工場を一歩出るとそこには真新しい白塔（煙
突：高さ85ｍ）がそびえ立っていた。今年３
月に営業運転を開始した真岡発電所（株式会
社コベルコパワー）だ。なぜ真岡にと尋ねると、

「多くの発電所がある臨海部ではなく津波の被
害に遭わない内陸部に立地することからリス
ク分散効果が期待されており、エネルギー基盤
強靭化に寄与すると期待されているんです」
と教えてくれた。
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◆深夜のナースコールにも患者の理不尽な言葉
にも嫌な顔一つせず対応する、そんな医療従事
者に頭の下がる思いがした。その人々は今、自
ら感染リスクにさらされながらも懸命に患者に

向き合っている。私は何ができるのだろうか。
◆生活困窮者、親の虐待で家に居場所を無くし
た子供、様々ないわゆる社会的弱者を支援して
いる民間団体が数多くある。感染拡大によりさ
らなる支援が必要になっているという。なぜこ
れほどまでに他人を思いやれるのだろうか。私
は何ができるのだろうか。◆政府の対策に「二
兎追うものは一兎をも得ず」ということわざを

思い出すのは私だけだろうか。
スピード感を持った対策が必要な時
なのに、なぜかお上と一般国民との間に温度差
を感じてしまう。◆この号が発行されるころに
は感染状況が好転に向かっているのだろうか。
新型肺炎ウイルスが猛威を振るう今、私には何
ができるだろうか。そう自問自答しながら、天
気に恵まれた今日も自宅に籠っている。（智）

株式会社神戸製鋼所 真岡製造所

圧延工程の後
コイル状に巻き取られた製品

上：工場内の桜も満開
左：白塔がそびえ立つ真岡発
電所（株式会社コベルコパワ
ー）
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